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選抜に用いるDNAマーカーは、形質の品種間差が生じる分子メカニズムの解析を通して、独自開発しています。

開発したマーカーを用い、岡山県農業研究所と共同で岡山らしいモモ新品種の育成に取り組んでいます。

樹体が大きく着果に長期間を要するために多個体を栽培できないモモは、優れた形質を合わせ持つ優良品種

の育成が困難です。DNAマーカーを用いることでこの課題を克服し、新品種の効率的育成を目指しています。
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